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紹介と批評
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『
独
和
法
律
用
語
辞
典
』

一
九
九
三
年

1

　
最
近
、
相
次
い
で
、
日
本
の
法
律
学
界
と
親
密
な
関
係
を
も
つ
二
人
の

ド
イ
ッ
人
法
律
家
の
手
で
、
日
本
法
研
究
、
ひ
い
て
は
、
欧
米
の
法
律
学

と
日
本
の
法
律
学
と
の
懸
け
橋
と
な
る
重
要
な
著
作
が
公
刊
さ
れ
た
。
日

頃
、
法
律
学
の
国
際
比
較
を
心
掛
け
、
日
本
の
法
律
と
法
律
学
、
殊
に
、

刑
事
法
と
刑
事
法
学
を
国
際
舞
台
に
紹
介
す
る
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
る
者

と
し
て
、
こ
の
二
著
に
つ
い
て
、
紹
介
し
、
併
せ
て
、
法
律
学
の
国
際
比

較
に
関
す
る
私
見
を
申
し
述
べ
た
い
と
思
う
。

2

　
『
日
本
法
欧
文
目
録
」
の
著
者
マ
テ
ィ
ア
ス
・
K
・
シ
ェ
ー
ル
氏
は
、
ハ

ン
ブ
ル
ク
に
本
拠
の
あ
る
『
独
日
法
律
家
協
会
（
U
①
9
の
9
し
碧
壁
あ
3
①

q
霞
蜂
①
毫
霞
9
三
讐
お
①
●
く
、
U
q
q
く
）
の
事
務
局
長
と
同
協
会
の

会
報
（
ζ
葺
巴
…
鴨
⇒
α
零
∪
亀
く
）
の
編
集
者
と
し
て
知
ら
れ
た
弁
護

士
で
あ
る
。

　
一
九
四
五
年
に
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州
の
カ
ラ
ウ
で
生
ま
れ
、
そ
の

後
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
に
移
住
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
一
九
六
五
年
か

ら
七
〇
年
、
七
二
年
か
ら
七
五
年
に
か
け
て
、
法
律
学
・
日
本
学
・
シ
ナ

学
を
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
で
学
び
、
一
九
七
〇
年
か
ら
七
二
年
に
か
け
て
、

フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
財
団
の
奨
学
金
を
得
て
、
京
都
大
学
・
大
阪
大
学
・

大
阪
市
立
大
学
で
研
究
生
活
を
送
り
、
帰
国
後
、
一
九
七
三
年
か
ら
七
五

年
ま
で
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
に
あ
る
マ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ン
ク
外
国
私
法
・
国
際
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私
法
研
究
所
の
ウ
ル
リ
ッ
ヒ
・
ド
ゥ
ロ
ー
プ
ニ
ッ
ヒ
教
授
の
助
手
と
し
て
、

オ
ラ
ン
ダ
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
法
の
研
究
員
と
な
っ
た
。
ま
た
、
一
九
七
五

／
七
六
年
に
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
の
東
ア
ジ
ア
法

研
究
所
の
訪
問
研
究
員
と
し
て
も
活
躍
し
た
。
一
九
七
六
年
に
、
日
本
の

行
政
法
に
関
す
る
論
文
（
一
九
七
七
年
刊
）
で
、
学
位
を
取
得
し
、
七
七

年
に
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
法
学
修
士
を
取
得
し
て
い
る
。

　
シ
ェ
ー
ル
氏
は
、
一
九
七
八
年
に
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
で
弁
護
士
を
開
業

し
、
併
せ
て
、
兼
任
講
師
と
し
て
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
で
日
本
学
、
ブ
レ

ー
メ
ン
専
門
学
校
で
、
日
本
の
法
・
経
済
・
政
治
を
講
じ
て
い
る
。
ま
た
、

八
四
年
以
降
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
社
会
裁
判
所
の
名
誉
職
裁
判
官
を
兼
務
し
て

い
る
。

3

　
シ
ェ
ー
ル
氏
と
日
本
法
に
関
す
る
文
献
目
録
の
仕
事
と
の
出
会
い
は
、

本
書
の
「
は
し
が
き
」
に
よ
る
と
、
日
本
法
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
と
い
う
ビ
ブ

リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
編
集
し
て
い
た
J
・
H
・
ハ
リ
ー
教
授
か
ら
そ
の
編
集

に
協
力
し
な
い
か
と
声
を
か
け
ら
れ
た
こ
と
に
始
ま
り
、
そ
の
初
仕
事
は
、

r
曽
（
言
q
巷
昏
の
一
九
七
五
年
特
別
号
と
し
て
公
刊
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

一
九
七
五
年
か
ら
七
八
年
ま
で
、
■
曽
≦
嘗
量
冨
コ
誌
上
に
、
一
＆
粟
δ

鼠
冨
⇒
①
ω
①
■
餌
≦
ω
唇
巳
①
ヨ
①
暮
を
公
刊
し
た
。
本
書
の
書
名
に
、
一

九
七
四
年
－
一
九
八
九
年
と
あ
る
の
は
、
前
出
の
一
九
七
三
年
公
刊
の

『
日
本
法
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
』
を
継
承
す
る
と
い
う
著
者
の
意
図
が
込
め
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

　
本
書
に
登
載
さ
れ
て
い
る
文
献
は
、
各
種
の
法
律
専
門
雑
誌
、
大
学
の

紀
要
、
論
文
集
、
全
集
に
公
刊
さ
れ
た
論
著
の
ほ
か
、
法
律
雑
誌
に
掲
載

さ
れ
た
判
例
、
国
際
協
定
な
ど
に
及
ぶ
。
そ
の
他
、
著
者
が
出
席
し
、
入

手
し
た
各
種
の
学
会
で
の
ぺ
ー
パ
ー
も
採
録
さ
れ
て
お
り
、
お
よ
そ
日
本

法
に
関
す
る
欧
文
の
文
献
で
、
一
九
七
四
年
か
ら
八
九
年
に
か
け
て
公
刊

さ
れ
た
物
を
す
べ
て
網
羅
し
よ
う
と
い
う
著
者
の
意
気
込
み
が
感
ぜ
ら
れ

る
。

　
本
書
の
構
成
全
体
は
、
ド
イ
ッ
語
の
序
文
（
〈
一
一
－
＜
三
）
、
英
語
の
序
文

（
嘗
歯
）
、
日
本
語
の
序
文
（
邑
歯
ε
、
ド
イ
ッ
語
と
英
語
の
凡
例
（
邑
解

葵
巳
、
略
語
表
に
続
き
、
一
二
項
目
か
ら
な
る
独
英
語
の
目
次
（
図
邑
く
一

一
×
一
）
、
六
六
七
頁
の
本
文
、
五
六
頁
の
人
名
索
引
と
一
五
五
頁
の
事
項
索

引
、
著
者
の
紹
介
で
終
わ
る
総
頁
九
二
〇
頁
の
大
著
で
あ
る
。
本
書
の
前

身
で
あ
る
『
日
本
法
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
』
は
、
一
八
六
七
年
か
ら
一
九
七
三

年
ま
で
の
一
〇
七
年
間
の
文
献
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
り
、
一
六
七
頁
、

三
六
〇
三
項
目
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
一
九
七
四
年
か
ら
八
九
年
に
至
る

一
六
年
間
を
対
象
と
し
た
本
書
に
は
、
実
に
、
六
七
七
頁
、
八
〇
四
三
項

目
も
の
日
本
法
に
関
す
る
欧
文
に
よ
る
文
献
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

事
実
は
、
一
方
で
は
、
日
本
の
国
際
的
な
地
位
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
り
、

他
方
で
は
、
欧
米
諸
国
の
専
門
家
の
間
で
の
み
な
ら
ず
、
一
般
的
に
、
日

本
に
対
す
る
関
心
が
次
第
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ

っ
て
、
我
々
、
日
本
の
法
律
家
、
特
に
、
研
究
者
と
し
て
、
大
い
に
心
せ

ね
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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4

　
私
自
身
、
こ
れ
ま
で
主
張
し
続
け
て
来
た
こ
と
を
、
改
め
て
繰
り
返
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
我
々
は
、
欧
米
各
国
に
研
究
に
行
く
場
合
、
単
に
、

諸
外
国
の
学
問
、
立
法
、
司
法
の
動
向
を
一
方
的
に
学
ぶ
だ
け
で
は
な
く

て
、
同
時
に
、
日
本
に
関
す
る
質
の
よ
い
情
報
を
提
供
す
る
義
務
が
あ
る

と
い
う
こ
と
を
自
覚
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
我
々
研
究

者
は
、
海
外
で
研
究
生
活
を
送
る
場
合
、
一
人
一
人
が
、
真
の
意
味
で
の

文
化
使
節
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
外
国
に
出
て
、
ま
だ
日
本

の
学
界
に
知
ら
れ
て
い
な
い
情
報
を
集
め
、
日
本
語
に
直
し
、
発
表
す
る

と
い
う
、
明
治
時
代
以
来
の
『
伝
統
的
な
』
海
外
研
究
の
あ
り
方
で
は
、

今
日
の
日
本
の
置
か
れ
た
立
場
に
応
え
る
道
で
は
な
い
。
本
書
は
、
い
ま

だ
に
そ
の
点
に
つ
い
て
の
自
覚
に
欠
け
る
『
研
究
者
』
に
対
し
て
、
根
本

的
な
反
省
を
迫
る
著
作
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
。
外
国
の
研
究
機

関
に
長
期
滞
在
し
、
一
方
的
に
研
究
資
料
の
収
集
に
終
始
す
る
だ
け
で
は
、

研
究
者
の
エ
ト
ス
に
反
す
る
の
で
あ
る
。
研
究
生
活
を
終
え
、
帰
国
に
先

立
っ
て
、
日
本
法
お
よ
び
日
本
の
学
問
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
国
際
的
な

学
問
的
連
帯
の
実
を
上
げ
る
こ
と
こ
そ
、
二
一
世
紀
を
目
前
に
し
た
、
今

日
の
研
究
者
の
あ
る
べ
き
姿
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
、
自
分
の
テ
ー
マ
の

研
究
に
追
わ
れ
、
日
本
法
や
日
本
の
法
律
学
の
現
状
に
つ
い
て
、
外
国
語

で
発
表
さ
れ
た
文
献
を
渉
猟
し
、
自
分
な
り
に
応
分
の
寄
与
を
は
た
す
余

裕
は
な
か
っ
た
と
言
え
た
で
あ
ろ
う
が
、
本
書
が
公
刊
さ
れ
た
後
に
は
、

そ
の
よ
う
な
自
己
弁
護
は
許
さ
れ
な
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
ち
な
み
に
、
本
書
で
扱
わ
れ
て
い
る
領
域
は
、
一
法
及
び
法
学
一
般
、

二
法
の
歴
史
、
三
私
法
、
四
特
許
法
・
商
標
法
・
不
正
競
争
防
止
法
・

カ
ル
テ
ル
法
、
五
国
際
私
法
、
六
裁
判
所
構
成
法
及
び
民
事
訴
訟
法
、

七
刑
法
及
び
刑
事
訴
訟
、
八
国
家
法
及
び
憲
法
、
九
行
政
法
総
論
、

一
〇
行
政
法
各
論
、
一
一
環
境
法
、
一
二
経
済
法
、
二
二
国
際
経
済

法
、
↓
四
交
通
法
、
↓
五
郵
便
及
び
通
信
制
度
、
↓
六
財
政
法
及
び
租

税
法
、
↓
七
労
働
法
、
｝
八
社
会
法
、
一
九
国
際
法
、
二
〇
日
本
の

対
外
政
策
と
国
際
条
約
、
二
一
　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
法
と
い
う
広
い
分
野
な

の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
広
範
な
法
領
域
に
お
け
る
日
本
法
と
関
連
す
る
文
献
を
絶

え
ず
チ
ェ
ッ
ク
す
る
仕
事
は
、
不
断
の
緊
張
を
要
す
る
。
刑
事
法
に
関
し

て
、
ド
イ
ッ
語
圏
の
文
献
を
収
集
・
整
理
す
る
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
る
評

者
の
経
験
か
ら
推
考
し
て
も
、
こ
の
著
者
の
努
力
は
、
並
大
抵
の
こ
と
で

は
な
い
と
言
え
る
。
し
か
も
、
著
者
は
、
こ
の
続
編
を
、
一
九
九
〇
年
代

に
公
刊
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

5

　
本
書
の
内
容
に
つ
い
て
、
若
干
の
紹
介
を
し
た
い
。
本
書
に
採
録
し
た

日
本
法
に
関
す
る
文
献
は
、
法
律
時
報
の
文
献
月
報
に
依
拠
す
る
場
合
が

多
い
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
欄
に
登
載
さ
れ
た
雑
誌
論
文
に
、
発
行
年
月

日
か
欠
け
て
い
る
例
が
多
く
、
そ
れ
の
推
定
に
困
難
が
あ
る
と
い
う
。
こ

れ
は
、
日
本
側
の
努
力
次
第
で
改
め
う
る
問
題
で
あ
ろ
う
。
我
々
が
そ
の

欄
に
よ
っ
て
邦
文
の
文
献
を
探
す
場
合
、
時
と
し
て
、
巻
号
と
発
刊
年
度
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と
が
ず
れ
、
所
在
の
確
認
に
困
難
を
来
す
場
合
も
無
し
と
し
な
い
。

　
本
書
に
登
場
す
る
日
本
の
著
者
の
な
か
で
、
欧
文
の
論
著
が
最
も
多
い

の
は
、
北
川
善
太
郎
教
授
で
あ
る
。
人
名
索
引
の
欄
に
三
九
ヵ
所
出
て
い

る
。
こ
の
う
ち
、
同
一
の
論
著
が
ニ
ヵ
所
以
上
ダ
ブ
っ
て
登
載
さ
れ
て
い

る
例
は
約
九
編
あ
る
の
で
、
実
質
的
に
、
三
〇
点
を
公
刊
し
て
お
ら
れ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
日
本
法
を
国
際
比
較
の
場
に
紹
介
す
る
仕
事
を
精
力
的

に
行
っ
て
お
ら
れ
る
努
力
に
は
、
頭
が
下
が
る
。
松
下
満
雄
氏
に
は
、
二

四
ヵ
所
に
論
著
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
ニ
ヵ
所
以
上
に
登
載
さ
れ
て
い

る
例
が
六
編
あ
る
の
で
、
一
八
点
公
刊
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
細
か
い
こ

と
だ
が
、
松
下
教
授
の
人
名
索
引
の
う
ち
、
論
文
番
号
零
旨
と
あ
る
の
は
、

雪
曽
の
誤
り
で
あ
る
。
本
書
に
採
録
さ
れ
た
論
著
の
テ
ー
マ
を
見
る
と
、

日
本
の
独
占
禁
止
法
関
係
の
法
律
・
学
説
を
積
極
的
に
紹
介
し
て
お
ら
れ

る
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。

　
も
と
よ
り
、
本
書
に
登
載
さ
れ
た
論
著
は
、
著
者
と
二
人
の
助
手
と
の

共
同
作
業
に
よ
っ
て
、
根
気
よ
く
収
集
・
整
理
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の

過
程
で
、
誤
記
が
な
さ
れ
た
り
、
公
刊
さ
れ
て
い
る
の
に
見
落
と
さ
れ
、
公

刊
物
自
体
が
気
づ
か
れ
な
い
た
め
に
未
登
載
に
終
わ
っ
て
い
る
文
献
も
少

な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
他
の
著
者
の
場
合
、
ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る

か
は
、
知
る
由
も
な
い
の
で
、
私
の
場
合
を
例
に
と
っ
て
検
討
し
て
み
る
。

一
九
七
四
年
か
ら
八
九
年
に
か
け
て
の
分
で
、
私
の
人
名
索
引
に
は
、
二

八
編
の
論
著
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
内
Φ
一
〇
び
簿
妻
即
①
＜
一
。
≦

（
o

。
①
一
〇
）
に
発
表
し
た
論
文
の
題
名
は
、
く
一
鼠
目
o
δ
讐
o
巴
ω
葺
岳
雷
o
㌦

の
①
さ
巴
R
一
ヨ
窃
ぎ
鼠
冨
口
で
あ
る
。
＜
一
3
ヨ
o
δ
零
と
い
う
国
際
雑

誌
に
発
表
し
た
論
文
（
ω
①
謡
）
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
論
文
名
は
、
そ
の
ほ

う
が
正
し
い
。
な
お
、
私
の
場
合
に
も
、
日
本
の
検
察
官
の
訴
追
活
動
に

関
す
る
論
文
は
、
三
ヵ
所
（
。
。
O
O
P
ω
ミ
ρ
o。
8
0
。
）
に
登
載
さ
れ
、
刑
法
と

行
刑
法
の
発
展
に
関
す
る
論
文
は
、
ニ
ヵ
所
（
o。
G。
①
o
。
｝
o。
㎝
露
）
に
登
載
さ
れ

て
い
る
の
で
、
正
確
に
は
、
二
五
編
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
六
編
の
論

文
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
少
年
非
行
会
議
の
議

事
録
（
第
一
回
一
九
八
○
年
と
第
二
回
一
九
八
三
年
）
に
発
表
し
た

『
き
＜
①
巨
①
U
①
一
ぎ
2
①
口
2
一
口
富
冨
昌
」
鼠
ω
o
巳
o
一
〇
笹
。
巴
田
良
－

αq

3
¢
昌
房
』
と
『
℃
3
巨
①
旨
の
9
q
仁
お
巳
8
U
O
一
言
ρ
⊆
曾
2
言
ω
3
0
0
一

讐
傷
閃
曽
ヨ
頃
篭
、
日
本
で
発
行
さ
れ
た
独
文
の
教
育
学
の
雑
誌
函
巳
ε
門

仁
⇒
α
国
旨
一
魯
‘
⇒
⑳
＜
o
一
。
o。
℃
一
Φ
o
。
“
に
公
刊
し
た
弓
3
亘
①
3
①
α
零

旨
⑳
①
巳
α
Φ
一
冒
ε
①
置
営
ω
3
巳
①
仁
＆
評
巨
一
一
①
』
）
国
①
一
〇
ε
名

即
。
5
①
ゑ
Z
o
●
ρ
お
o
。
㎝
に
発
表
し
た
　
ζ
冒
魯
。
P
q
碧
彗
§
α
島
①

oo

q
亀
お
9
訂
註
霧
①
霧
。
鼠
ら
こ
、
　
ド
イ
ッ
少
年
裁
判
所
・
少
年
審
判
補

助
会
議
で
発
表
し
、
一
九
八
七
年
に
公
刊
さ
れ
た
議
事
録
に
登
載
さ
れ
た

『
日
騨
震
－
○
風
霞
－
＞
仁
ω
⑩
一
①
一
〇
げ
言
q
節
℃
餌
ロ
』
、
ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
・
カ
ウ

フ
マ
ン
六
五
歳
祝
賀
論
文
集
習
雪
器
富
号
の
男
量
ζ
δ
P
曽
房
冨
ま
』
、

一
九
八
八
年
に
発
表
し
た
『
＞
胃
爵
弩
内
ゆ
亀
ヨ
窪
昌
仁
＆
象
①
宣
冨
，

巳
ω
魯
。
勾
8
窪
ω
＆
器
o
冨
9
亀
δ
』
で
あ
る
。
本
書
の
読
者
が
、
自
他
の

欧
文
の
論
著
で
、
未
登
載
の
文
献
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
と
き
は
、
著

者
に
連
絡
す
る
と
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
種
の
文
献
目

録
は
、
研
究
者
全
体
の
共
有
財
産
で
あ
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
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6

　
『
独
和
法
律
用
語
辞
典
』
の
著
者
ベ
ル
ン
ト
・
ゲ
ッ
ツ
ェ
氏
は
、
世
界
的

規
模
を
誇
る
べ
ー
カ
ー
＆
マ
ッ
ケ
ン
ジ
i
法
律
事
務
所
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
事
務
所
で
日
系
企
業
の
経
営
・
法
律
相
談
を
担
当
し
て
い
る
弁
護
士
で

あ
る
。
一
九
五
〇
年
に
ツ
ィ
ッ
タ
ウ
で
生
ま
れ
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
で
、

法
学
と
日
本
学
を
学
ん
だ
。
一
九
八
O
年
に
第
一
次
国
家
試
験
に
合
格
後
、

短
期
間
、
来
日
し
て
実
務
研
修
の
後
、
帰
国
し
、
第
二
次
国
家
試
験
に
合

格
し
、
一
九
八
一
年
の
中
頃
、
再
び
来
日
し
、
一
九
八
五
年
一
二
月
ま
で
、

本
格
的
に
日
本
の
法
律
事
務
所
に
勤
務
し
、
殊
に
、
欧
米
か
ら
の
対
日
投

資
企
業
の
た
め
の
法
律
相
談
の
実
務
経
験
を
積
み
、
そ
の
後
、
一
九
八
六

年
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
移
り
、
日
系
企
業
の
法
律
顧
問
と
し
て
活
躍
し
た
。

フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
の
ア
ー
レ
ン
ス
教
授
に
提
出
し
た
学
位
論
文
の
テ
ー

マ
は
、
日
本
の
民
事
訴
訟
法
の
独
立
当
事
者
参
加
訴
訟
で
あ
り
、
日
独
の

制
度
を
比
較
法
的
に
研
究
し
て
い
る
。
そ
の
間
、
一
九
八
七
年
か
ら
九
〇

年
ま
で
、
マ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ン
ク
外
国
・
国
際
刑
法
研
究
所
の
東
ア
ジ
ア

部
門
の
研
究
員
で
あ
っ
た
。
】
九
九
〇
年
に
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
べ
ー

カ
ー
＆
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
法
律
事
務
所
に
入
所
し
、
爾
来
、
日
本
関
係
の
法

律
問
題
に
つ
い
て
専
門
的
立
場
か
ら
助
言
し
、
折
に
触
れ
て
日
本
法
に
関

す
る
講
演
・
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
す
る
な
ど
、
幅
広
い
活
躍
を
し
て
い
る
。

　
本
書
は
、
著
者
が
、
日
本
法
に
関
心
を
も
ち
、
本
格
的
に
研
究
を
始
め

て
以
来
、
一
五
年
も
の
歳
月
を
費
や
し
、
文
字
通
り
、
血
の
に
じ
む
よ
う

な
努
力
の
所
産
と
い
う
べ
く
、
こ
こ
に
収
録
さ
れ
た
九
〇
〇
〇
語
の
見
出

し
文
字
の
一
つ
一
つ
に
込
め
ら
れ
た
時
間
の
重
さ
に
は
、
心
打
た
れ
る
も

の
が
あ
る
。
個
々
の
ド
イ
ッ
語
・
専
門
用
語
に
日
本
語
の
訳
を
つ
け
、
多

く
の
単
語
に
文
例
を
も
加
え
る
な
ど
、
日
本
の
利
用
者
の
た
め
の
便
を
図

り
、
併
せ
て
、
ロ
ー
マ
字
表
記
を
も
加
え
、
ド
イ
ッ
語
圏
利
用
者
の
便
宜

を
も
考
え
た
周
到
な
著
作
で
あ
る
。

7

　
本
書
の
利
用
者
、
殊
に
、
ド
イ
ッ
語
圏
の
利
用
者
に
対
す
る
注
意
書
に
、

著
者
の
配
慮
の
特
徴
が
現
れ
て
い
る
。
一
頁
の
簡
単
な
略
号
一
覧
に
次
い

で
、
日
本
の
法
律
用
語
に
そ
の
ま
ま
の
形
で
訳
せ
な
い
ド
イ
ッ
語
の
概
念

を
翻
訳
す
る
場
合
の
試
み
や
西
欧
の
文
献
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

日
本
語
の
概
念
を
ド
イ
ッ
語
に
訳
す
試
み
な
ど
、
ド
イ
ッ
語
圏
の
利
用
者

を
意
識
し
た
『
説
明
』
は
、
我
々
が
、
ド
イ
ッ
語
で
論
文
を
書
く
場
合
の

ヒ
ン
ト
に
な
る
知
恵
に
満
ち
て
い
る
。
さ
ら
に
、
本
書
の
特
色
と
し
て
、

『
略
語
一
般
』
（
六
ー
一
六
頁
）
、
「
ド
イ
ッ
の
法
律
」
（
一
七
ー
二
四
頁
）
、

「
ド
イ
ッ
の
法
律
（
略
語
）
』
（
二
五
－
二
九
頁
）
、
『
国
際
法
上
の
略
語
』

（
三
〇
⊥
二
九
頁
）
、
『
ド
イ
ッ
の
官
庁
・
大
臣
の
名
称
』
（
四
〇
1
四
一
頁
）

を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
ド
イ
ッ
法
の
辞
典
と
し
て
、
周
知
の
よ
う
に
、
山
田
晟
・
ド
イ
ッ
法
律

用
語
辞
典
改
訂
増
補
版
、
一
九
九
三
年
が
あ
り
、
そ
の
付
録
に
、
立
法
小

史
、
法
令
索
引
、
判
例
集
・
法
令
集
・
法
律
辞
書
、
連
邦
の
重
要
法
令
、

立
法
手
続
な
ど
、
一
五
項
目
に
つ
い
て
簡
潔
な
解
説
が
付
い
て
お
り
、
独

法
研
究
者
の
必
携
の
文
献
で
あ
る
が
、
本
書
は
、
そ
れ
に
比
肩
し
得
る
優
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れ
た
著
作
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
勿
論
、
両
者
と
も
に
、

そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が
あ
り
、
山
田
晟
教
授
の
『
ド
イ
ッ
法
律
用
語
辞
典
』
は
、

『
読
む
辞
典
』
と
し
て
の
長
所
が
あ
る
。
殊
に
、
多
く
の
用
語
に
つ
い
て
、

ド
イ
ッ
の
法
律
の
当
該
条
文
を
挙
げ
て
あ
る
の
は
、
利
用
者
に
と
っ
て
極

め
て
便
利
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ゲ
ッ
ツ
ェ
氏
の
『
独
和
法
律
用
語

辞
典
』
は
、
ド
イ
ッ
法
の
文
献
を
読
む
際
に
、
細
か
な
点
に
至
る
ま
で
訳

語
を
調
べ
る
の
に
便
利
な
ほ
ど
の
多
数
の
用
語
例
が
列
挙
さ
れ
、
主
要
な

単
語
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ッ
の
法
律
文
献
に
出
て
く
る
専
門
的
な
用
例
を

示
し
、
日
本
語
訳
を
付
け
て
い
る
。
学
部
学
生
や
大
学
院
生
に
文
献
講
読

の
指
導
を
し
て
い
る
私
の
立
場
で
言
う
と
、
刑
事
法
に
関
し
て
は
、
む
し

ろ
、
本
書
の
方
が
用
語
の
数
、
訳
語
の
点
で
勝
っ
て
お
り
、
推
薦
し
得
る

よ
う
に
思
う
。
だ
が
、
そ
の
訳
語
に
も
う
一
段
の
工
夫
が
必
要
な
場
合
が

少
な
く
な
い
こ
と
は
、
後
に
言
及
す
る
通
り
で
あ
る
。

8

　
勿
論
、
ド
イ
ッ
語
の
用
語
辞
典
を
一
人
の
著
者
が
編
集
す
る
と
い
う
作

業
は
、
容
易
な
仕
事
で
は
な
い
し
、
総
て
の
法
分
野
に
関
し
て
十
分
な
知

識
を
駆
使
す
る
に
は
、
百
科
全
書
的
な
教
養
を
必
要
と
す
る
。
そ
れ
に
加

え
て
、
多
く
の
法
分
野
に
関
し
て
日
本
法
の
知
識
を
併
せ
持
つ
こ
と
は
、

至
難
の
業
で
あ
ろ
う
。
幸
い
に
し
て
。
著
者
は
日
本
の
専
門
家
の
協
力
を

得
、
専
門
用
語
に
関
し
て
助
言
を
得
て
い
る
た
め
、
日
本
人
の
目
か
ら
見

て
、
立
派
な
業
績
を
公
刊
し
得
た
。
評
者
は
、
ベ
ル
ン
ト
・
ゲ
ッ
ツ
ェ
氏

と
知
り
合
い
な
の
で
、
同
氏
が
、
既
に
本
書
の
改
訂
版
の
作
業
を
始
め
て

い
る
こ
と
を
聞
い
て
い
る
。
こ
の
種
の
著
作
は
、
絶
え
ず
、
改
定
・
補
訂

す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
出
来
る
だ
け
誤
り
を
直
し
、
完
全
な
物
へ
と

不
断
の
努
力
を
続
け
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
読
者
・
利
用
者

と
し
て
気
づ
い
た
問
題
点
を
指
摘
し
、
著
者
が
、
よ
り
完
全
な
著
作
に
仕

上
げ
る
た
め
に
協
力
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
本
書

の
長
所
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
補
充
を
要
す
る
点
及
び
気
づ
い
た
誤
り

を
指
摘
し
た
い
。
『
略
語
一
般
』
の
中
で
、
田
巳
。
田
巳
①
営
巨
α
q
に
、
予
巻

と
あ
る
の
は
（
九
頁
）
、
序
宣
の
誤
り
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
同
じ
頁
の

写
巴
①
U
。
暮
曽
訂
身
麗
＆
に
、
自
由
ド
イ
ッ
成
年
団
と
あ
る
の
は
、
青

年
団
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
ω
⊆
コ
α
①
の
ヨ
一
巳
の
け
霞
ご
ヨ
凄
目
』
¢
⑩
雪
斜
問
甲

ヨ
ま
①
巨
儀
Ω
雷
巨
穿
①
は
に
つ
い
て
も
、
［
連
邦
］
成
年
家
庭
保
健
省
と

あ
る
の
は
（
四
一
頁
）
、
青
年
（
又
は
青
少
年
）
家
庭
保
健
省
と
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。
同
じ
頁
の
連
邦
経
済
協
省
は
、
連
邦
経
済
協
力
省
で
あ
る
。
つ

い
で
な
が
ら
、
ω
章
α
①
。
D
ヨ
ぎ
誌
8
ユ
仁
ヨ
α
霞
き
雲
一
N
に
関
し
て
、
都

連
邦
法
務
省
・
［
都
連
］
邦
法
務
省
と
あ
る
が
、
何
か
の
間
違
い
で
あ
ろ
う
。

　
以
下
、
本
文
の
用
語
例
を
取
り
上
げ
る
が
、
そ
の
際
、
山
田
晟
教
授
の

著
書
の
内
容
と
比
較
し
な
が
ら
、
若
干
の
ド
イ
ッ
の
用
語
に
関
す
る
著
者

の
説
明
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
評
者
の
専
門
で
あ
る
刑
事
法
の
用
語
を

ア
ト
・
ラ
ン
ダ
ム
に
抽
出
す
る
こ
と
を
お
許
し
願
い
た
い
。

9

刑
法
学
で
、
行
為
と
責
任
に
関
連
し
て
象
江
o
一
一
げ
Φ
声
言
S
⊆
器
と

い
う
概
念
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
両
著
と
も
に
こ
れ
を
取
り
上
げ
て
い
る
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が
、
山
田
著
で
は
、
さ
ら
に
、
霧
菖
○
≡
巨
鼠
ぎ
8
仁
鐙
を
も
挙
げ
て

い
る
。
刑
法
学
で
は
、
最
近
、
違
法
論
に
関
し
、
こ
の
概
念
を
用
い
て
説

明
す
る
例
が
多
い
の
で
、
改
定
の
際
に
、
是
非
、
採
録
す
る
よ
う
望
む
。

つ
い
で
な
が
ら
、
ゲ
ッ
ツ
ェ
著
で
、
と
曽
げ
の
5
身
ヨ
）
四
α
霧
鼠
矯
餌
阜

ぎ
P
区
一
竃
一
巳
ε
ヨ
な
ど
、
ド
イ
ッ
の
文
献
に
お
い
て
多
用
さ
れ
る
ラ
テ

ン
語
の
語
句
を
も
紹
介
し
て
い
る
の
は
、
好
ま
し
い
。
＞
浮
ζ
＞
角
①
葬
豊
－

の
鼠
＆
に
つ
い
て
、
『
激
状
行
為
』
と
あ
る
の
は
、
『
激
情
行
為
』
と
す
る
方

が
よ
い
。
山
田
著
は
、
ド
イ
ツ
刑
法
二
〇
条
、
二
一
条
を
挙
げ
て
説
明
し

て
い
る
が
、
そ
の
訳
語
の
『
興
奮
状
態
』
は
、
刑
事
法
で
は
使
わ
な
い
。

A
の
項
目
で
、
是
非
い
れ
て
欲
し
い
の
は
、
＞
暮
民
o
霞
唇
自
9
「
反
汚

職
』
と
い
う
用
語
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
の
改
正
に
際
し
て
用
い

ら
れ
た
。
ち
な
み
に
、
K
の
項
目
で
も
、
両
著
書
と
も
に
内
9
ε
筥
一
2

を
挙
げ
て
い
な
い
。
最
近
、
ド
イ
ッ
刑
法
学
で
、
＞
亀
鼠
＝
α
q
鼠
ぎ
①
磐
彗
α

と
い
う
言
葉
を
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
山
田
著
に
は
出
て
い
な
い
が
、

本
書
で
は
『
収
集
〈
受
け
皿
〉
構
成
要
件
』
と
い
う
訳
が
付
い
て
い
る
。

収
集
構
成
要
件
で
は
、
何
の
こ
と
か
分
か
り
に
く
い
。
日
本
語
と
し
て
は
、

『
受
け
皿
と
な
る
構
成
要
件
」
か
、
思
い
切
っ
て
、
「
予
備
的
（
補
充
的
）
構

成
要
件
』
と
訳
し
て
み
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
＞
島
胆
鉱
魯
に
つ
い
て

は
、
両
著
と
も
、
『
清
算
』
『
和
解
』
『
補
償
」
等
の
訳
語
を
つ
け
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
最
近
、
ド
イ
ッ
の
少
年
法
制
に
始
ま
り
、
成
人
の
刑
法
に
お

い
て
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
育
讐
①
7
0
鳳
零
－
＞
5
笹
9
0
こ

に
両
著
と
も
に
言
及
し
て
い
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ア
メ
リ

カ
法
制
の
『
B
①
島
讐
δ
己
に
学
ん
だ
一
種
の
『
刑
事
和
解
」
で
あ
る
。

　
次
に
、
田
霧
琶
ε
お
と
い
う
用
語
を
検
討
し
よ
う
。
こ
れ
は
、
手
続

の
打
ち
切
り
で
あ
り
、
近
時
、
軽
微
な
犯
罪
の
処
理
に
関
し
て
、
検
察
官

に
裁
量
権
を
与
え
、
早
期
の
事
件
解
決
を
図
る
『
検
察
官
に
よ
る
手
続
の

打
ち
切
り
」
と
公
訴
提
起
後
、
公
判
終
了
前
に
、
裁
判
官
に
よ
り
手
続
が

打
ち
切
ら
れ
る
場
合
と
に
分
け
ら
れ
る
。
一
九
七
四
年
の
刑
法
施
行
法
に

よ
る
改
正
で
導
入
さ
れ
た
。
山
田
晟
著
に
は
、
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
ド
イ
ッ
少
年
裁
判
所
法
の
判
例
・
学
説
で
争
わ
れ
て
い
る
一
つ
の
問
題

と
し
て
、
田
房
落
α
q
ω
胃
お
馨
と
い
う
概
念
が
あ
る
。
成
人
事
件
に
関
す

る
短
期
自
由
刑
の
回
避
に
類
似
し
た
発
想
に
よ
り
、
少
年
刑
の
執
行
を
猶

予
し
、
そ
れ
に
代
え
て
、
『
少
年
拘
禁
』
を
言
い
渡
す
実
務
上
の
取
り
扱
い

に
関
連
し
て
、
田
霧
ぎ
㎎
鐙
霞
①
の
け
と
い
う
用
語
が
用
い
ら
れ
る
。
こ
れ

を
ど
う
日
本
語
に
訳
す
の
か
、
著
者
の
意
見
を
聞
き
た
い
。

　
国
際
的
な
麻
薬
犯
罪
に
よ
り
得
た
大
量
の
不
正
な
収
益
を
、
外
国
の
金

融
機
関
に
送
金
し
て
、
換
金
し
、
そ
れ
を
投
資
し
、
有
価
証
券
・
貴
金
属
・

宝
石
・
不
動
産
の
購
入
に
当
て
る
等
の
行
為
を
「
マ
ネ
ー
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン

グ
』
と
呼
び
、
ド
イ
ッ
語
で
は
、
Ω
o
匡
毛
霧
3
ρ
Ω
⑩
匡
≦
霧
9
霞
巴
と

い
う
用
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
本
書
に
は
、
こ
の
新
し
い
用
語
も
採
録

さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
言
葉
の
日
本
語
（
？
）
訳
と
し
て
、
『
マ
ネ
i
・

ラ
ン
ド
リ
ー
』
と
し
て
い
る
の
は
、
一
般
的
で
は
な
い
。
ち
な
み
に
、
山

田
晟
著
に
は
、
出
て
来
な
い
。

　
＝
0
9
お
肖
讐
と
■
裟
含
磐
①
畦
讐
に
関
し
て
だ
が
、
前
者
は
「
内
乱

罪
」
、
後
者
は
「
外
患
罪
』
『
反
逆
罪
』
と
す
る
の
が
、
一
応
、
定
訳
と
な

っ
て
い
る
。
前
者
に
、
大
逆
罪
と
い
う
訳
語
を
つ
け
る
の
は
、
狭
す
ぎ
て
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適
切
で
な
い
。
つ
い
で
な
が
ら
、
本
書
に
、
び
き
段
該
9
雪
号
2
9
『
騒

擾
罪
』
が
抜
け
て
い
る
の
は
、
是
非
補
充
し
て
ほ
し
い
。
山
田
晟
著
で
は
、

言
葉
の
説
明
は
あ
る
が
、
法
律
用
語
と
し
て
、
『
騒
擾
罪
』
が
出
て
い
な
い
。

　
℃
8
N
豊
＜
○
声
臣
器
言
琶
⑳
に
関
し
て
、
民
事
訴
訟
法
で
は
『
訴
訟
条

件
』
、
刑
事
訴
訟
法
で
は
『
訴
訟
要
件
」
と
訳
し
分
け
て
い
る
の
は
、
正

し
い
。
ち
な
み
に
、
山
田
晟
著
に
は
、
出
て
来
な
い
。
外
国
法
・
外
国
学

説
を
大
幅
に
取
り
入
れ
て
い
る
日
本
の
法
律
学
で
は
、
学
問
分
野
に
よ
っ

て
、
同
一
の
用
語
に
異
な
っ
た
訳
語
が
つ
け
ら
れ
る
例
が
少
な
く
な
い
。

初
学
者
で
ド
イ
ッ
法
に
関
心
を
持
つ
者
の
利
用
を
考
え
る
と
、
こ
の
点
、

細
心
の
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
「
略
語
一
般
』
の
中
で
、
＞
コ
の
①
冠
。
＞
お
㊦
－

巴
品
δ
霞
［
刑
事
］
被
告
人
、
ゆ
①
匹
’
ω
①
匹
品
け
霞
［
民
事
］
被
告
と
説
明
し

て
い
る
の
も
、
好
ま
し
い
。
別
の
例
で
あ
る
が
、
↓
讐
箒
馨
彗
α
と
い
う

用
語
に
は
、
民
事
法
で
は
「
法
律
要
件
』
、
刑
事
法
で
は
『
構
成
要
件
」
と

い
う
訳
語
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
後
者
で
は
、
「
（
構
成
要
件
的
）
事

実
』
と
訳
さ
ね
ば
な
ら
な
い
場
合
が
あ
る
。

　
即
霧
。
。
雪
と
い
う
単
語
に
、
種
々
の
言
葉
を
加
え
て
、
近
時
、
ネ
オ
・

ナ
チ
と
呼
ば
れ
る
極
右
の
青
少
年
の
過
激
な
外
国
人
排
撃
・
差
別
の
行
為

を
刑
法
上
処
罰
す
る
例
が
増
え
て
い
る
。
こ
の
点
で
、
山
田
晟
著
に
は
、

全
く
出
て
い
な
い
の
は
、
補
充
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
、

本
書
で
即
窃
o
。
①
暮
お
目
巨
の
の
ロ
ー
マ
字
表
記
を
証
冨
鐸
8
鼠
一
8
』

と
し
て
い
る
が
、
日
本
の
マ
ス
コ
、
・
・
等
で
は
、
「
巷
貰
9
0
ぎ
、
騨
○
』
と
い

う
言
い
方
を
す
る
の
が
一
般
で
あ
る
。

　
ω
霞
畦
と
い
う
言
葉
の
合
成
語
を
例
に
取
る
と
、
本
書
に
挙
げ
ら
れ
た

専
門
用
語
に
関
す
る
多
彩
な
説
明
は
、
推
奨
に
値
す
る
。
刑
事
法
学
者
の

目
か
ら
見
て
、
目
婁
目
躰
①
ぴ
目
讐
げ
霧
鼠
邑
等
に
関
連
す
る
合
成
語
の

種
類
の
多
さ
も
、
大
変
好
ま
し
い
。
た
だ
、
説
明
の
な
か
で
、
「
の
」
を
い

れ
た
方
が
日
本
語
と
し
て
は
適
切
な
場
合
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し

て
お
き
た
い
。
【
例
】
構
成
要
件
の
充
足
、
構
成
要
件
上
の
裁
量
、
裏
返
さ

れ
た
構
成
要
件
の
錯
誤
、
構
成
要
件
の
実
現
等
。

10

　
以
上
を
も
っ
て
、
最
近
二
年
間
に
出
版
さ
れ
た
、
比
較
法
に
か
か
わ
る

二
冊
の
優
れ
た
著
作
の
紹
介
を
終
え
る
。
こ
の
二
著
の
著
者
は
、
い
ず
れ

も
、
評
者
と
親
し
い
ド
イ
ッ
の
実
務
家
で
あ
る
。
長
年
の
労
苦
の
結
晶
で

あ
る
こ
の
著
書
を
手
に
取
り
、
読
ん
で
い
る
う
ち
に
、
一
人
で
も
多
く
の

日
本
の
研
究
者
が
座
右
に
備
え
る
こ
と
に
し
て
欲
し
い
と
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
し
て
、
日
本
人
の
目
で
見
て
、
何
ら
か
の
補
充
を
必
要
と
す

る
問
題
点
を
発
見
し
た
と
き
、
こ
の
二
人
の
著
者
に
連
絡
し
、
次
の
改
定

の
機
会
に
、
よ
り
良
い
著
作
に
な
る
よ
う
皆
で
協
力
す
る
の
が
筋
で
あ
る

と
考
え
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
我
々
の
手
で
編
集
す
べ
き
仕
事
で
あ
っ
た
。

日
本
及
び
日
本
の
法
律
・
法
律
学
に
深
い
関
心
を
も
っ
た
『
知
日
家
」
の

努
力
で
見
事
に
出
来
上
が
っ
た
こ
の
二
著
を
よ
り
良
い
物
に
す
る
事
は
、

我
々
に
投
げ
ら
れ
た
タ
マ
を
正
確
に
相
手
に
投
げ
返
す
と
い
う
学
問
の
ル

ー
ル
に
適
う
営
為
で
は
な
い
か
と
考
え
る
次
第
で
あ
る
。

　
な
お
、
本
書
の
出
版
に
関
し
て
は
、
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
に
本
拠
の
あ
る
国

家
試
験
関
係
の
出
版
会
ア
ル
プ
マ
ン
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
社
と
日
米
独
に
拠
点
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を
も
つ
ア
ー
サ
i
・
ア
ン
ダ
ー
セ
ン
事
務
所
の
補
助
が
あ
っ
た
と
い
う
。

そ
し
て
、
『
日
本
法
欧
文
目
録
』
は
、
独
日
法
律
家
協
会
双
書
の
第
一
巻
と

し
て
刊
行
さ
れ
、
『
独
和
法
律
用
語
辞
典
』
は
、
成
文
堂
で
出
版
さ
れ
、
ド

イ
ッ
の
ベ
ッ
ク
社
か
ら
も
同
社
の
刊
行
物
と
し
て
市
販
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
澤
浩
　
一

紹介と批評
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